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て
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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情
報
技
術
は
年
々
進
歩
し
、
職

員
に
も
専
門
的
な
技
術
や
知
識
が

必
要
と
さ
れ
る
。
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

と
業
務
の
質
の
向
上
の
た
め
に
、

シ
ス
テ
ム
関
連
予
算
の
見
直
し
や

情
報
管
理
な
ど
を
任
せ
ら
れ
る
十

分
な
技
術
を
持
っ
た
民
間
人
を
採

用
し
て
は
ど
う
か
。
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さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体

で
経
験
者
を
採
用
し
実
績
を
上
げ

て
い
る
。
特
別
区
に
お
い
て
は
任

期
付
き
で
課
長
級
以
上
の
専
門
職

な
ど
が
採
用
可
能
で
あ
る
。
業
務

内
容
に
応
じ
た
専
門
能
力
の
確
保

は
必
要
で
あ
り
、　

区
へ
働
き
か

23

け
を
行
い
、
中
野
区
に
お
い
て
も

活
用
で
き
る
し
く
み
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。
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隣
接
区
で
は
警
察
の
パ
ト
カ
ー

と
見
間
違
う
デ
ザ
イ
ン
の
区
有
車

で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
。
区
民
の
不
安
解
消
と
犯

罪
抑
止
の
た
め
、
区
有
車
に

塗
装
を
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。
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区
有
車
の
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
仕
様
の
塗
装
に

は
多
大
な
経
費
が
か
か
る
。

ま
た
、
そ
の
車
を
使
用
す
る

業
務
範
囲
が
制
約
さ
れ
る
な

ど
問
題
が
多
い
。
地
域
ぐ
る
み
で

の
防
犯
意
識
、
体
制
づ
く
り
を
主

眼
に
お
き
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
く
。
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新
潟
県
中
越
地
方
の
地
震
被
害

は
甚
大
で
、
い
ま
だ
に
避
難
所
生

活
を
送
っ
て
い
る
方
が
い
る
。
今

後
、
震
度
６
強
〜
７
と
も
言
わ
れ

る
首
都
直
下
型
地
震
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
①
学
校
体
育
館
の

照
明
器
具
の
落
下
防
止
や
ガ
ラ
ス

の
飛
散
防
止
対
策
は
万
全
か
。
②

学
校
再
編
の
中
で
の
教
育
環
境
整

備
に
お
け
る
耐
震
上
の
計
画
は
。

�
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①
照
明
器
具
は
全
校

で
対
策
済
み
だ
が
、
強
化
ガ
ラ
ス

化
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
貼
り
は

一
部
未
実
施
で
あ
る
。
経
年
劣
化

も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
再
点
検
を

行
う
。
②
区
立
学
校
は
震
度
６
で

も
倒
壊
し
な
い
補
強
を
し
て
あ
る
。

今
後
の
改
築
は
安
全
性
の
高
い
新

耐
震
基
準
で
行
う
こ
と
に
な
る
。 

　

区
長
会
と
議
長
会
は
、
都
区
財

政
調
整
主
要
５
課
題
（
①
都
区
の

大
都
市
事
務
の
役
割
分
担
を
踏
ま

え
た
財
源
配
分
の
あ
り
方
②
清
掃

関
連
経
費
の
取
り
扱
い
③
小
中
学

校
改
築
需
要
急
増
へ
の
対
応
④
都

市
計
画
交
付
金
の
あ
り
方
⑤
平
成

　

年
度
ま
で
の
大
き
な
制
度
改
革

17な
ど
に
対
応
す
る
配
分
割
合
の
変

更
）
の
取
り
組
み
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
を
行
い
、
平
成　

年
度
ま

17

で
の
解
決
に
向
け
て
一
致
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

真
に
自
立
し
た
自
治
体
を
目
指
す

特
別
区
に
と
っ
て
重
要
な
時
で
あ

る
。
区
長
の
決
意
は
。
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区
長
会
は
都
知
事
に

対
し
、
主
要
５
課
題
に
つ
い
て
協

議
の
早
急
な
進
展
を
申
し
入
れ
て

い
る
。
平
成　

年
度
の
制
度
改
正

18

に
向
け
、
区
長
会
、
議
長
会
と
も

に
連
携
・
協
力
し
、
改
革
実
現
に

全
力
を
傾
け
る
。
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区
が
保
有
す
る
約
１
万
６
千
㎡

の
土
地
が
未
利
用
で
あ
る
。
他
自

治
体
で
は
、
定
期
借
地
権
の
設
定

で
収
入
を
得
た
り
、
土
地
信
託
を

活
用
し
て
住
宅
な
ど
を
整
備
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

区
も
地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
、

民
間
事
業
者
と
連
携
し
て
積
極
的

な
土
地
活
用
を
考
え
る
べ
き
で
は
。
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�
　

今
後
の
土
地
活
用
に

つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を
研
究
し
、

定
期
借
地
権
を
活
用
し
た
住
宅
な

ど
、
中
野
区
に
あ
っ
た
民
間
活
力

を
生
か
す
手
法
を
取
り
入
れ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

　

山
手
通
り
の
う
ち
、
渋
谷
区
松

涛
２
丁
目
か
ら
豊
島
区
要
町
１
丁

目
ま
で
の
区
間
を
、
首
都
高
速
中

央
環
状
新
宿
線
と
一
体
的
に
平
成

　

年
度
ま
で
に
整
備
す
る
予
定
だ

18が
、
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

ま
た
、
計
画
ど
お
り
の
整
備
完
成

を
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
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�
　

中
央
環
状
新
宿
線
は

９
月
末
現
在　

％
程
度
で
、
山
手

50

通
り
の
整
備
も
含
め
平
成　

年
度

18

末
に
完
成
予
定
で
あ
り
、
今
後
と

も
整
備
促
進
を
働
き
か
け
る
。
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い
ま
だ
自
転
車
駐
車
場
の

整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
新
中

野
駅
周
辺
は
、
放
置
自
転
車

で
溢
れ
て
い
る
。
新
中
野
駅

周
辺
に
お
け
る
自
転
車
駐
車

場
の
整
備
計
画
は
、
具
体
的

に
進
ん
で
い
る
の
か
。

��
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民
有
地
の
借
り
上
げ

や
民
営
駐
車
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
検
討
し
て
い
る
が
、
具

体
的
に
定
ま
っ
て
い
な
い
。
今
後

も
確
保
策
を
追
及
す
る
。 

　

①
産
業
の
誘
致
や
商
業
活

動
の
効
率
化
を
主
に
追
及
す

る
の
で
は
、
商
店
街
が
衰
退

し
、
活
気
が
な
く
な
る
。
区

は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

②
商
店
街
は
地
域
社
会
の
核

と
し
て
、
お
祭
り
や
消
防
、

防
犯
・
交
通
安
全
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
商
店
街

の
全
店
舗
が
協
力
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
働
き
か
け
て
は
。
③

各
区
の
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

は
、
商
業
・
工
業
に
対
す
る
区
の

基
本
姿
勢
や
地
域
産
業
の
振
興
を

明
示
し
て
い
る
。
早
急
に
条
例
を

制
定
す
べ
き
で
は
。
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①
各
商
店
・
商
店
街

の
経
営
状
況
は
厳
し
い
と
認
識
し

て
お
り
、
商
店
自
ら
の
経
営
革
新

や
商
店
街
の
活
動
を
支
援
す
る
。

②
商
店
街
や
大
型
店
な
ど
が
、
互

い
に
共
存
共
栄
を
図
り
な
が
ら
地

域
が
活
性
化
す
る
よ
う
話
し
合
い

を
促
す
。
③
産
業
全
般
の
将
来
像

と
施
策
を
検
討
し
て
お
り
、
他
区

の
状
況
を
ふ
ま
え
、
条
例
の
必
要

性
や
有
効
性
を
検
討
す
る
。
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①
学
級
は
、
学
習
面
と
生
活
面

と
が
一
体
と
な
る
べ
き
も
の
だ
。

少
人
数
学
級
の
効
果
と
し
て
、
欠

席
の
減
少
、
学
習
へ
の
集
中
、
保

健
室
利
用
の
減
少
な
ど
が
顕
著
で
、

学
習
と
生
活
が
相
乗
的
に
向
上
し

て
い
る
。
区
で
は
ど
う
評
価
し
て

い
る
か
。
②
少
人
数
学
級
は
、
い

ま
や
全
国
に
広
が
り
、
子
ど
も
、

教
師
、
保
護
者
ら
に
歓
迎
さ
れ
て

い
る
。
区
教
委
と
し
て
、
少
人
数

学
級
へ
の
取
り
組
み
を
都
教
委
に

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

�
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①
少
人
数
学
級
の
効

果
は
、
客
観
的
に
定
ま
っ
た
評
価

が
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
②　
23

区
教
育
長
会
で
は
、
教
科
の
特
性

に
応
じ
た
少
人
数
指
導
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
考
え
、
加
配
措
置
の

充
実
を
要
望
し
て
い
る
。
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上
鷺
宮
・
鷺
宮
か
ら
中
野
駅
間

バ
ス
路
線
の
来
年
度
早
期
開
設
が

望
ま
れ
る
。
①
都
の
福
祉
改
革
推

進
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
料
金
設
定

と
し
て
近
隣
区
な
み
に
１
０
０
円

と
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
配

慮
し
た
バ
ス
停
の
調
整
、
デ
ザ
イ

ン
、
愛
称
な
ど
を
検
討
し
て
は
。

②
幹
線
バ
ス
運
行
後
も
交
通
不
便

地
域
が
残
さ
れ
、
地
域
に
身
近
な

ミ
ニ
バ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
交
通

不
便
地
域
克
服
の
た
め
、
区
で
検

討
会
を
設
置
す
べ
き
で
は
。
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①
バ
ス
事
業
者
の
新

規
路
線
開
設
を
支
援
す
る
事
業
で

あ
り
、
料
金
や
デ
ザ
イ
ン
、
愛
称

な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
②
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
交
通
手
段

の
確
保
は
課
題
で
あ
り
、
行
政
が

責
任
を
も
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

 

　

①　

年
度
決
算
額
で
は
滞
納
繰

15

越
分
の
未
収
金
が　

億
５
千
万
円

23

余
と
大
き
な
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
徴
収
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。
②
徴
収
率
の
高
い

他
区
の
方
策
・
シ
ス
テ
ム
を
研
究

調
査
し
、
効
率
性
・
費
用
対
効
果
・

人
と
組
織
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
早
急
に
見
直
す
べ
き
で
は
。

③
交
付
金
も
含
め
、
区
の
収

入
が
落
ち
込
む
中
、
区
民
税

を
必
ず
徴
収
す
る
と
い
う
強

い
姿
勢
を
区
長
自
ら
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
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①
滞
納
者
の
調

査
の
徹
底
と
滞
納
処
分
の
強

化
に
努
め
る
。
ま
た
、
現
年

度
分
が
、
新
た
な
滞
納
と
な

ら
な
い
よ
う
、
納
期
内
納
税

を
促
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝

ら
し
徴
収
を
強
化
し
て
い
く
。
②

他
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
も
参

考
に
適
切
な
滞
納
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
③
人
材
育
成
を

は
じ
め
、
組
織
執
行
体
制
の
強
化
、

機
能
的
な
シ
ス
テ
ム
な
ど
有
効
な

手
立
て
を
常
に
追
求
し
、
税
収
確

保
に
努
め
た
い
。
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職
員
手
当
は　

種
類
に
及
ん
で

15

お
り
、　

年
度
決
算
額
は　

億
４

15

87

千
万
円
余
に
も
な
っ
て
い
る
。
①

寒
冷
地
手
当
は
民
間
企
業
で
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
本
当
に
必

要
な
手
当
で
あ
る
か
見
直
す
べ
き

で
は
。
②
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給

要
件
は
著
し
く
危
険
、
不
快
、
不

健
康
、
困
難
な
勤
務
と
あ
る
が
、

要
件
が
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
早
急

な
見
直
し
を
図
る
べ
き
で
は
。
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①
国
の
人
事
院
勧
告

で
は
、
支
給
地
域
の
見
直
し
や
支

給
額
の
削
減
、
支
給
方
法
の
変
更

な
ど
す
べ
き
と
さ
れ
て
お
り
、
区

と
し
て
も
こ
の
勧
告
内
容
を
踏
ま

え
、
見
直
し
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

②
支
給
の
合
理
性
が
明
確
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

区
民
の
視
点
か
ら
、
そ
の
特
殊
性

や
困
難
性
が
納
得
で
き
る
手
当
の

み
支
給
す
る
方
向
で
見
直
し
た
い
。
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区
は
将
来
に
向
け
２
千
人
の
職

員
体
制
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、

新
規
採
用
を
控
え
、
退
職
不
補
充

と
す
る
と　

年
後
の
職
員
の
平
均

10

年
齢
は　

・
６
歳
に
も
な
る
と
推

48

測
さ
れ
る
。
採
用
計
画
の
将
来
像

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
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区
が
行
う
業
務
の
う

ち
区
職
員
が
直
接
あ
た
る
業
務
に

つ
い
て
は
、
必
要
最
小
限
の
採
用

に
と
ど
め
、
ま
た
、
業
務
内
容
に

よ
っ
て
再
任
用
職
員
制
度
や
任
期

付
公
務
員
制
度
な
ど
の
新
た
な
任

用
制
度
や
民
間
活
力
の
活
用
に
よ

り
、
世
代
構
成
バ
ラ
ン
ス
を
図
り

た
い
。
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